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　がんのHeterogeneity（多様性）やがんクローンの進化は、

次世代シーケンサーをはじめとする遺伝子解析技術の進歩

に、がんのダーウィン的進化とがん幹細胞という魅力あるキー

ワードが相まって、注目の集まる研究分野となりました。これら

の研究は、腫瘍の発生から進展、治療抵抗性といったがんの

本質に迫る研究分野と考えています。

　これまでに、膵臓がんの解剖検体を用いてがんクローンの

進化を研究してきました。さらに希少がんである十二指腸乳

頭部がんを研究対象として、正確な位置情報に基づき遺伝子

変異をマッピングすることで、がんは形態学的な変化とパラレ

ルに、遺伝子異常を蓄積しながら進化することを証明しまし

た。本セミナーでは、本研究に携わることになったきっかけか

ら、今後目指す研究についてご紹介したいと思います。
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